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物
心
が
つ
い
た
１
９
６
０
年
代
、
戦
後
開
拓
の
わ

が
家
で
は
、
乳
牛
や
農
耕
馬
、
鶏
、
羊
と
一
緒
に
暮

ら
し
て
い
た
。
少
年
の
家
の
手
伝
い
は
、
牛
の
乳
搾

り
や
牧
草
の
収
穫
、
餌
や
り
や
糞
出
し
、
田
植
え
や

稲
刈
り
…
と
何
で
も
あ
り
だ
。
家
畜
の
こ
と
を
〃
経

済
動
物
〃
と
呼
ぶ
人
は
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

動
物
た
ち
と
の
距
離
が
近
か
っ
た
農
村
生
活
が
変

容
し
て
い
く
の
は
、
加
年
代
以
降
の
こ
と
だ
。
機
械

化
。
多
頭
化
に
よ
る
規
模
拡
大
を
進
め
、
借
金
を
返

す
た
め
に
更
な
る
生
産
拡
大
に
走
る
…
…
。
農
家
は

そ
れ
を
悪
循
環
と
は
気
づ
か
ず
、
政
府
や
地
方
自
治

体
、
関
係
業
界
は
拡
大
路
線
を
後
押
し
し
て
き
た
．

こ
の
間
、
最
も
犠
牲
に
さ
れ
た
の
は
家
畜
た
ち
だ

ろ
う
。
動
物
行
動
学
者
の
佐
藤
衆
介
さ
ん
は
§
日
本

の
ア
ニ
マ
ル
ウ
エ
ル
フ
ェ
ア
（
家
畜
福
祉
）
の
問
題

点
は
「
拘
束
」
と
「
濃
厚
飼
料
の
多
給
」
だ
と
指
摘

す
る
。
北
海
道
で
も
、
庭
先
養
鶏
が
激
減
し
、
ケ
ー

ジ
飼
育
が
主
流
に
な
っ
た
・
繁
殖
豚
は
、
狭
い
ス
ト
ー

ル
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
身
動
き
も
ま
ま
な
ら
な
い
。

草
が
主
食
の
乳
牛
は
、
ミ
ル
ク
・
マ
シ
ー
ン
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
る
。
帥
年
代
初
め
の
道
内
の
乳
牛
１

頭
あ
た
り
年
間
平
均
乳
呈
は
６
千
６
百
キ
ロ
程
度
。

そ
れ
が
２
０
１
５
年
に
は
９
千
５
百
キ
ロ
に
急
伸
し

講座
i

l
I

報告

ア
皇
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
よ
る
畜
産
革
命
を

滝

川

康

治

近
年
、
犬
や
猫
な
ど
伴
侶
動
物
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
エ

ル
フ
エ
ア
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
関
係
法
令
も

徐
々
に
改
善
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
家
畜
は
犬
猫

以
下
の
扱
い
を
さ
れ
、
動
物
愛
護
管
理
法
の
整
備
も

進
ま
な
い
。
生
産
者
や
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
関
係
者
、

消
費
者
の
認
知
度
は
低
い
の
が
実
態
だ
。

そ
ん
な
状
況
に
一
石
を
投
じ
、
「
酪
農
。
畜
産
王

国
」
と
い
わ
れ
る
北
海
道
か
ら
畜
産
改
革
を
進
め
た

い
Ｉ
。
こ
う
考
え
る
私
は
５
年
前
、
「
北
海
道
・
農

業
と
動
物
福
祉
の
研
究
会
」
を
仲
間
た
ち
と
設
立
。

そ
の
後
、
会
を
法
人
化
し
、
認
証
制
度
づ
く
り
に
も

参
画
し
て
き
た
。

佃
月
沁
日
に
開
講
す
る
「
遊
」
の
連
続
講
座
に
先

立
ち
、
欧
米
で
進
む
ア
ニ
マ
ル
ウ
エ
ル
フ
エ
ア
に
よ

る
「
畜
産
革
命
」
の
状
況
を
、
松
木
洋
一
さ
ん
（
日

本
獣
医
生
命
科
学
大
名
誉
教
授
）
に
講
演
し
て
も

ら
っ
た
。
来
年
２
月
ま
で
月
１
回
（
全
５
回
）
の
連

続
講
座
で
は
、
家
畜
福
祉
の
基
礎
に
始
ま
り
、
ペ
ッ

ト
フ
ー
ド
の
原
材
料
や
「
食
の
安
全
・
安
心
」
、
放

た
。
米
国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
濃
厚
飼
料
の
給
与

量
を
増
や
し
た
か
ら
だ
。
そ
の
結
果
、
第
四
冑
変
位

や
脂
肪
肝
な
ど
の
生
産
病
が
増
え
て
い
る
。

牧
酪
農
の
有
利
性
、
消
費
者
か
ら
見
た
課
題
な
ど
を

学
ぶ
。
ア
ニ
マ
ル
ウ
エ
ル
フ
ェ
ア
の
関
連
領
域
は
、

放
牧
や
有
機
畜
産
、
動
物
と
人
間
と
の
関
係
、
獣
医

学
の
あ
り
方
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
）
、

消
費
者
意
識
…
と
幅
広
い
。
受
講
を
歓
迎
し
ま
す
。ノ

、
滝
川
康
治
（
た
き
か
わ
こ
う
じ
）

１
９
５
４
年
、
下
川
町
生
ま
れ
。
子
ど
も
時
代
か
ら

身
近
に
家
畜
が
い
た
。
農
業
高
校
を
卒
業
す
る
が
、
道

を
踏
み
外
し
、
今
は
フ
リ
ー
の
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
。
家
畜

穗
祉
の
普
及
活
動
に
取
り
組
む
．

凡

松木洋一さん講演会「家畜は感受性のある生命存在だ！ 」

（2019年10月5日、かでる2 ． 7にて）
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